
外国人児童生徒の学びを止めるな！

〜教育DXが実現するリアルタイム

多言語支援実験の最前線〜

一般社団法人黒田教育研究所代表理事

京都教育大学教育学部教授

黒田恭史
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年齢別外国人住民人口

◼ 日本の人口は50年間継続して減少／労働力不足問題が深刻

◼ 外国人住民人口は，20～34歳の急増が顕著、今後は子どもの増加が予想

◼ 外国人の子どもの教育保障が今後の重要課題

9位 北海道 約504.5万人(2025)

外国人 約395.7万人(2025)

10位 静岡県 約357.5万人(2025)

総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（令和7年1月1日現在）」



日本語指導が必要な子どもの数

・ 必要な子どもの数は１１年間で約２.１倍に増加

・ ブラジルポルトガル、中国、フィリピン、スペイン、ベトナムの順

・ 多言語化が進行／ しかし，学校現場の対応は途上

・日本語指導が必要な
外国籍の子ども
約５万８千人

＋
・日本語指導が必要な
日本国籍の子ども
約１万１千人

＝
・日本語指導が必要な
子どもの総数
約６万９千人

文部科学省：「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査(令和5年度)」の結果について 令和6年8月
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日本語指導の支援者・母語支援員

◼ 日本指導の支援者・母語支援員とも、外国人の子どもと比較して人数が少ない

◼ その多くが、ボランティアに頼っており、安定した支援ができていない

文部科学省「令和５年度日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査結果について（令和6年8月）」



一番嫌いな教科

学研教育総合研究所 「白書シリーズWeb版 小学生白書・中学生白書」2025年11月
https://www.gakken.co.jp/kyouikusouken/whitepaper/index.html

調査内容 小学生・中学生・高校生の日常生活に関する調査
調査手法 インターネット調査
調査期間 2025年11月6日(水)～11月14日(木)の9日間
調査対象者 小学1年生から高校3年生までの12学年分

(男子100名,女子100名,計200名) N=2,400
調査項目 一番嫌いな教科は何ですか
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黒田教育研究所のミッションと経緯

ミッション：ＳＤＧｓ４における「誰一人取り残さない

教育」を日本の学校現場で実現する

経緯：①2016年より、不登校の子ども、外国人の子ども、

特別な支援を必要とする子どもに対応した算数・数学動

画コンテンツを制作・無償公開

②2022年より、不登校の子ども、外国人の子ども、特別

な支援を必要とする子どもに、リアルタイム多言語翻訳

システムを開発・実証実験開始

 



ICTによる不登校
の子どもへの
学習支援

これまでのICT

による学習支援

これからのICTによる学習支援

ICTによる院内
学級への
学習支援

ICTによる外国人の
子どもへの学習支援

ICTによる特別な支

援の必要な子ども
への学習支援

ICTによる学校内
での教育支援



マスコミ報道
日本教育新聞 2016年10月3日

読売新聞 2017年8月10日

The Japan News 2017年8月23日



2022年11月2日：第７回 IMS Japan賞 優秀賞受

賞「ウクライナ語版算数・数学動画制作と公開に

よる教育支援プロジェクト」

2023年9月30日：第３回 SDGsジャパンスカラシッ

プ岩佐賞（教育の部）受賞〈賞金額300万円〉

「外国人の子どものための多言語版算数・数

学動画コンテンツの製作と公開による教育支

援プロジェクト」

2023年10月23日：2023年日本民間放送連盟賞

（特別表彰 青少年向け番組）最優秀受賞 関

西テレビ放送「ザ・ドキュメント ウクライ

ナ、9×9の歌 明日をつくる子どもたちへ」

最近の受賞



2025年07月26日 教育新聞「音声も板書もリアルタイムに翻訳 学
校向けシステムを開発」

2026年01月29日 NHK総合テレビ（京都地区）京いちにち「京都教
育大の学生たち「不登校の子どもたちの学習動画で支援」」

2026年02月17日 京都新聞「授業で日本語わからない外国籍の子ど
も増加、どう解決する？ 京都の大学教授がAIで挑む」

2026年03月18日 NHK総合テレビ（京都地区）京いちにち「AIを活
用した多言語翻訳で学習をサポート」

2026年03月30日 京都新聞「「３分では長い」大学生の言葉が転機
「今は先生も動画作るスキル必要」YouTubeで公開」

2026年04月09日 NHK総合テレビ（関西地区）ほっと関西 特集「
世界と暮らす関西：AI翻訳で子どもたちの学習支援」

2026年04月10日 NHKワールドJAPAN（NEWSROOM TOKYO）「
AI HELPS NEWCOMERS LEARN JAPANESE」

最近のマスコミ報道
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Ⅲ オンデマンド配信

（例）学習動画の教材配信、単
純学習ドリル、生成AIに対
する正しい理解

Ⅳ アバター支援

（例）個別の困りごとの学習支援、
家庭教師的学習伴走、英
会話等ロールプレイング

同期

Ⅰ テレビ会議

（例）オンライン上での授業配信、
探究活動、相互鑑賞・批評、
創造的な活動

Ⅱ 個別対応支援

（例）外国人の子ども／聴覚・視覚
に障がいのある子どもの支援、
不登校の子どもの支援

一斉

個別

非同期

オンラインでの学習支援方法



Ⅲ オンデマンド配信

（例）学習動画の教材配信、単
純学習ドリル、生成AIに対
する正しい理解

Ⅳ アバター支援

（例）個別の困りごとの学習支援、
家庭教師的学習伴走、英
会話等ロールプレイング

同期

Ⅰ テレビ会議

（例）オンライン上での授業配信、
探究活動、相互鑑賞・批評、
創造的な活動

Ⅱ 個別対応支援

（例）外国人の子ども／聴覚・視覚
に障がいのある子どもの支援、
不登校の子どもの支援

一斉

個別

非同期
Ⅲ オンデマンド配信（無償）

・日本語版，ポルトガル語，中国語，韓国語，英語，ベトナム語、フィリピン語、ウクラ

イナ語版（小学校～高等学校）算数・数学コンテンツ：約3,300本

・小学校算数版「黒田先生と一緒に学ぼう」：約1,200本



《ルール》 10-9=1
1+1=2

①ひっ算は、くらいをそろえる

②線は、ものさしで引く

③一のくらいから計算
十のくらいから1くり下げる

④十のくらいの計算
百のくらいから1くり下げる

⑤百のくらいの計算

⑥こたえを書く
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日本語版コンテンツ（小～高校約800本）

◼ 画面の左側は、常に

ルールや手順を示し

て、どのような展開

になっているかを示

している

◼ アニメーション機能

は最小限にして、重

なりも極力行わない

◼ 個性が無いのが最

大の個性



《Regras》
① Para armar a conta, alinhar os 

números por ordem das casas

② Traçar a linha com régua

③ Calcular pela casa da unidade

Pegar emprestado 1 da casa da

dezena

④ Calcular a casa da dezena

Pegar emprestado 1 da casa da

centena

⑤ Calcular a casa da centena

⑥ Escrever a resposta

721-94

７ ２ １

－ ９ ４

７

1

◼ 日本語版と全く同じ

画面構成にすること

で、学習者と先生の

双方が学習内容が

わかる

◼ 学習者にとって、母

語版から日本語版

への移行が容易に

なる

ポルトガル語版コンテンツ



Ⅲ オンデマンド配信

（例）学習動画の教材配信、単
純学習ドリル、生成AIに対
する正しい理解

Ⅳ アバター支援

（例）個別の困りごとの学習支援、
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個別

非同期

ＡＩ翻訳

システム

教員と児童生徒間の
リアルタイム翻訳

外国人の子どもの
リアルタイム
日本語翻訳

板書の
リアルタイム翻訳

教科書の
リアルタイム翻訳

Ⅰ テレビ会議配信（無償）
Ⅱ 個別対応支援（無償）



教室内
教師用端末

教室内
学習者用端末

自宅内
学習者用端末

・教師日本語発話翻訳
・板書日本語翻訳
・外国人母語発話翻訳

リアルタイム多言語翻訳システムの具体仕様

学習者用端末
画面構成

板書画面
母語翻訳

日本語
テロップ

母語翻訳

14ヶ国語対応：英語,  中国語（簡体字, 繁体字）, 

韓国語, ベトナム語,  フィリピン語,  ネパール語,

ブラジル（ポルトガル）語,  スペイン語,  

インドネシア語,  ミャンマー語, モンゴル語, 

ヒンディー語,  パシュトゥ語,  トルコ語



テレビ会議配信
多言語翻訳

☝愛知県豊田市立保見中学校

☜大阪府立桜塚高等学校（定時制）
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福井県越前市教育委員会



件名 多言語対応版算数学習コンテンツ テキストについて（お願い）【島根県出雲市教育委員会】
送信者 "角 圭祐"
送信日時 2018年02月19日(月) 11:27:31
京都教育大学 外国人の子どもの教育を考える会 代表 黒田 恭史様
この度は、「外国人の子どもたちのための多言語対応版算数学習コンテンツ」をご紹介いただき、ありがと

うございます。当市ではここ数年、外国籍の児童生徒が急増し、日本語が十分でない子どもたちへの日本語指
導や学習指導が課題の１つとなっています。使用する教材についても、各校の指導者が手探りの状態です。
そのため、今回ご紹介いただいたコンテンツについて、市内全校に紹介させていただいたところ、複数の学

校から、テキストの希望がありました。
冊数が多くなりますが、当課宛てに送っていただけたらと思います。お手数をおかけしますが、よろしくお

願いいたします。
［送付希望冊数］ポルトガル語版：７冊、中国語版４冊、日本語版４冊、フィリピノ語版１冊
［送付先］〒６９３－８５３０ 島根県出雲市今市町７０ 出雲市教育委員会 学校教育課
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
出雲市教育委員会 学校教育課 日本語指導担当 角 圭 祐（すみ けいすけ）
〒693-8530 島根県出雲市今市町70
℡0853-21-6224 Fax0853-21-6731
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

島根県出雲市教育委員会



１）日本語指導が必要な外国人の子どもや、特別
な支援を必要とする子どもは、今後さらなる
増加予測

２）母語によるオンデマンド教材や、リアルタイ
ム多言語翻訳システムの活用により、外国人
の子どもの母語・日本語での学習支援を実現

３）言語の映像化・音声化により、聴覚・視覚等
に障がいのある子どもの学習支援を実現

まとめ



１）継続支援学校：京都市立向島秀蓮小中学校、東山泉小中
学校、栄桜小中学校、深草小学校、京都府京田辺市立
小学校、長岡京市立小学校

２）多数在籍学校：大阪市立南中学校、兵庫県立芦屋国際中
等学校、愛知県立衣台高等学校、愛知県豊田市立保見
中学校、大阪府立福井高等学校、桜塚高等学校

３）少数在籍学校：京都府福知山市立学校、舞鶴市立学校、
綾部市立学校

今後に向けた取り組み


